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 熱線流速計とは、1990 年 Kenelly によって、一定電流により加熱された熱線を流体中に置
くと、放散によって熱エネルギーが奪われ、流速の変動に応じて熱線の温度が変化すると共
に電気抵抗値が変化する事を見いだし、この熱伝達量を温度の形で検出し、この変化から流
速を測定し得る事を提案した。この提案を 1914 年 L.V.KIing の法則として広く用いられてい
る。 
 熱線流速計には、定電流型と定温度型がある。 





























 ３ 熱線風速計の取り扱いについて 
 現在防災研究所構内に在る大気災害部門耐風構造分野所属の境界層風洞実験室には、簡易
型 CTA アネモマスター1011 型図－４とリニアライザーユニット 1013 型図－６を電源ユニッ
トに一体化した熱線風速計が在る。 
 
 この風速計の電源を入れる前にＣＴＡ―1011 型（図－４）の、①の RMEAS OHMS（プロー




作抵抗を設定するスイッチを 1.0 に⑫SQ WAVE（応答性を測定するときに用いるスイッチを
反時計方向いっぱい）にロック位置にする。これらを確認してから電源を入れる。つまりダ
イヤルツマミが反時計方向いっぱいに成っていることを確認する。 
 次に⑦の PROBE ジャックに測定コード、そしてサポートをつなぎその先にショートプロー
ブを接続する。⑤のレバースイッチを RMEAS にする。⑥の REFSET を時計方向に回し、OUTPUT
を約２ｖにする。RMEAS スイッチを ON－OFF して、OUTPUT の電圧が２ｖで変化しなくなるよ
うに ZERO OHM を可変して何度も ON－OFF を繰り返す。安定するとショートプローブから熱
線プローブに取り換えて、被測定流体中に設定する。①の RMEAS OHMS 及び②の RMEAS FINE
を可変して、RMEAS スイッチを ON－OFF しても、PUTPUT の電圧が変化しなくなる値を設定す









アライザーユニット 1013 型の背面にある Ta IN に接続する。④のレバースイッチをαCHECK
にして流速測定プローブの抵抗の温度係数αv からαの値を計算してツマミで設定するがこ
こでは説明を省略する。次に⑧の OVER HEATING RATIOR／Ra のツマミを 1.5 に設定する。
④のレバースイッチをＣＯＭＰにして①の ZERO ADJ のネジを 0.0v になるように調整する。 
 リニアライザーユニット 1013 型について、図―６参照。⑨の EXPONENT（ｍ）（演算指数を
可変するツマミ）をＬＯＣＫ（ｍ＝2）の位置にしておく。⑧の 2nd commp（％）（低速域の
補償を行うツマミ）を左方向いっぱい、0の位置に。裏パネルの⑬の KADJ（％）（二次の温度
補償をするツマミ）を LOCK K=0 の位置にしておく。先ほどの CTAANEMOMETER のうらパネル
から出力コードを、このユニットの裏パネルの INPUT VIN に接続し風速 0（ｍ／sec）時の入
力電圧 Voを入力する。③のレバースイッチ（OUT PUT 出力を選択するツマミ）を V2（中間演
算値を出力する）にして、OUT PUT の電圧が 0.0v に成るように⑦の ZERO SUPPRES（風速が
0m／sec の時入力電圧 Vo を 0v にシフトするツマミ）を調整する。このツマミは反時計回り
に回すと＋側になり、時計方向に回すと－側になる。0.00v と安定するまで行う。安定すれ
ば、実験に必要な 最大風速を風洞内に出し、裏パネルの V IN よりその時の入力電圧 V max




























をαCHECK にして③のダイヤルを、求めたαの値を平均して 2.88 の値にする。④のスイッ





センサー①では 0.32Ω、②では 0.33Ω③では 0.33Ωに近いサポートにショートプローブ




のパイプ 15Фmm と真鍮ブロック 30×30×40.50mm の組み合わせによって取り付けられる。
その装置に３D プローブを取り付ける。ここでは図―８のように取り付けた３D －L 型プ
ローブを示している。 
  センサーのリニアリティーを得るために、例えば風洞実験風速を 7m／sec で測定すると
きは、風洞風速を 2～3割多めに、ここでは 10m／sec に設定しておき、この時の最大風速
を 10Volt にすればその時の、風洞風速の値がそのまま風速の値として読み取ることが出
来る。まず熱線三本がそれぞれ同じようにリニアリティーに成るよう、図―６の理に荒い
ザー1013 型の⑦ZERO SUPPRES を調整するために、レバースイッチ③を V2にする。風速 0m
／sec 時の CTA－1011 型の出力電圧を入力し、OUT PUT 出力が 0Volt になるように⑦ZERO 
SUPPRES を可変する。レバースイッチ③を V2 から NORMAL にして、最大風速この場合 10m
／sec にして、その時の V max の値を入力し、その OUTPUT 出力が 10Volt になるように SPAN




















置きに 90゜まで測定する。また Y 軸回転も風上に向かって左、右に同じ様に 90゜まで測
定する。また Y軸回転も風上に向かって左、右に同じ様に 90゜まで測定する。Z軸方向（水
平方向）に５゜～10゜置きに 360゜回転させて測定をしておく。 
 
 この特性を一度調べておくと熱線が切断されるまで使用できる。ただし、使用するたび
に熱線の直線化の検定は必要である。 
 
【参考文献】 日本科学工業（KANOMAX）熱線流速計取り扱い説明書 
 
